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みなさんの子どもたちを守るために

みなさん自身を守る力を身につけてください。

一人でも多くの ”いのち”を守るために

この「防災CAMP 」を企画しました。

災害発生!!
その時

どうしたら、子どもたちを守ることができるか…

自分を守れる、自分になる

家族を守れる、自分になる

地域を守れる、自分になる
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ガス、水道、電気がない。

そんな状況を、あなたは想像できますか。

ふだん通りの生活はきっと、その時できなくなるはずです。

自然災害の多い日本では、暮らしを根本から支えるライフラインが、

とつぜん止まってしまうことがある。

そんな時、自分たちだけで生きぬく知恵と力が、何より大事になるのです。

このキャンプでは、身近なものを使って災害をのりきる方法を、

みんなで一緒に考えてもらいます。

コンロの火がつかない時、どうやって料理に火を通すか。

食器がなければ、どのように家族で料理を分け合うか。

暖房を使わずに体を温めるにはどうすればいいか。

答えはひとつではありません。

自分なりのやり方を見つけられたら、それがいちばんの正解です。

そうやっていろいろと「考えた経験」こそが、

いざという時に役立つ、もっとも大きな力になる。

家族と一緒に考える、それが「防災CAMP 」です。
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何かあったら、自衛隊や消防や警察の人たちが

助けてくれると思っている人

ターゲットイメージ

ガチャピン・ムックが防災ナビゲーターとして、

防災CAMP からメッセージを発信します。

会場のあちこちに登場し、イベント全体を盛り上げます！

２０～４０代に絶大な認知度を持つ
ガチャピン･ムック世代のファミリー層

非常食は家にあるけど食べたことがない人

自分が住む街のハザードマップを見たことがない人
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防災はたらくくるま

公共機関の公助力を体験

いのちを守る 防災CAMP

防災Café

ママとパパの
自助力を高める

シリーズタイトル

防災コンテンツ

防災ＣＡＭＰのプログラム
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防災はたらくくるま屋外プログラム 公共機関の公助力を体験

内 容 日本全国の警察･消防･自衛隊の車両を通して、日本の防災体制や働く人たちの思いに触れます。
車両展示だけではなく、実際に乗ったり、警察官、消防隊員、自衛隊員のみなさんからいろいろな
お話を聞くことが可能です。
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警察 消防 自衛隊
【展示車両例】 【展示車両例】【展示車両例】
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防災Café屋内プログラム

内 容 ママやパパを中心とした家族で体験できる4 つの防災プログラム展開を行います。
防災について、改めて考えるきっかけ作りを行います。

「気づき」の空間です。

ママとパパの自助力を上げる

震災体験を通した様々な
事例やいのちを守る手段
を防災に関わる様々な人
たちを交えたトークス
テージで構成。
■協賛社プログラム
各社の防災に対する想い
を語っていただきます。

②防災カレー体験

防災時の「食」に関する

体験を行います。

備蓄はしてるけど…という
人、まだ備蓄していない…
という人、まずは作ってみ
ましょう。

作るだけではなくて、災害
時の「食の知識」や「大切
さ」を学びます。

地域の特徴によって、災害
によって引き起こされる被
害が違います。まずは自分
が住む街の災害時の状況に
気がつき、理解するための
パネルを準備いたします。

危機管理協会が認定した
グッズの展示や地域に特化
した防災パックの提案を行
います。

地域にあった防災用品をセ
レクトした販売コーナーを
設け、日頃からの備えをす
る「毎日が防災」という意
識を持ってもらいます。

①防災ステージ

防災に関する想いや
みなさんに伝えたいこと

③防災パネル展 ④防災ソムリエショップ

自分の住んでいる地区の

危険度を把握する。

住む場所で必要なもの、必要

でないものがある防災用品。
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